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研究成果の概要（和文）：本研究は、小規模島嶼及びその関連地域を対象とし、ジオツーリズムを持続可能な観
光の一形態と位置づけた上で、地域に与えるプラスやマイナスの影響について把握し、今後の持続可能な観光の
方途について検討を加えることを目的としておこなった。
その結果、ジオツーリズムやエコツーリズムなど、観光形態を指す用語の違いはあるものの、持続可能な観光を
指向するうえで、今後我が国に表出するコミュニティ維持の困難さが先行してみられる小規模島嶼では、観光対
象となる自然資源や文化資源を保全する担い手不足も深刻化していることが明らかになった。その際、観光客と
地域住民との相互啓発の場としての観光教育の充実の必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　The subject of this study was small islands and the surrounding areas. The
 purpose of the study was, while placing geo-tourism as one of the sustainable forms of tourism, to 
study ways to promote sustainable tourism after understanding positive as well as negative impacts 
potentially given to the community. 
　There are different terms, such as geo-tourism and eco-tourism, that indicate some forms of 
tourism. Irrespective of the difference, it was found out in the study that while aiming for a 
sustainable form of tourism, a shortage of human resources for conserving tourist attractions in 
addition to a shortage of bearers in the community are becoming increasingly serious issues. The 
challenges of maintaining communities, which are rising problem in our country, has already been 
pre-existing in the small islands. An importance of providing improved tourism education as mutual 
learning opportunities for tourists and the local residents was pointed out.

研究分野：観光学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、我が国が直面している急激な超高齢化と人口減少の進展といった社会構造の変化に対して、観光は条
件不利地域とされる小規模島嶼やその周辺地域においても有効な活性化の方途であることを示した。同時に、経
済的効果への過度な傾倒は結果として持続的な地域社会の維持にはプラスに作用せず、むしろ観光客と地域住民
とが相互に出会う場面(体験やガイドなど)の創出による社会的効果へ注目することが重要となることを明らかに
した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 21世紀に入り、我が国は超高齢化と人口減少の急激な進展の渦中にある。それに呼応するよ
うに、さまざまな地域の活性化の維持に向けた施策がとられてきた。その際、定住人口から交
流人口の拡大へと地域間の移動を促す観光に対する期待は高まっている。とくに、その土地固
有の自然や文化といった有形・無形の地域資源を活かした観光を地域づくりと一体化してとら
える取り組みは、全国の自治体のほとんどが模索を続け今日に至る。その結果、ジオツーリズ
ムやエコツーリズムなど、地域（ホスト）側が主役となる着地型観光（Community Based 
Tourism）の必要性は、さまざまな観光形態の用語に変換されつつも、それぞれの地域に長く
利益をもたらす「持続可能な観光」の言葉の台頭が象徴しているといえる。 
 観光の持続的な展開を図るには、まずは外部からの来訪者（観光客）なくして成立しない。
そして、見どころとなる観光対象、両者をつなぐ情報や移動手段を提供する観光資本の 3つの
要素に加えて、観光対象を保全・承継してきた地域住民の存在が欠かせない。地域社会（コミ
ュニティ）が主体性をもって観光客を迎え入れることこそが、これからの観光が地域に根差し
たものへと質的な転換につながっていくと考えられる。 
 本研究の課題名にも掲げているジオツーリズムは、地域が主役となる着地型観光、持続可能
な観光を具現化する代表的な用語の一つとして知られる。地域資源を「大地の遺産」と位置づ
け、自然環境と人間環境の調和的共生を強く意識している。ジオツーリズムが展開される地域
の一つであるジオパークは、我が国の場合、多くが条件不利地域に分布し、とりわけ島嶼部で
の認定地や構想地が増加している点が特徴的である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ジオツーリズムやそれらに関連する世界遺産やジオパークの「登録・認定の前後」
という動態的事象において表出する、地域イノベーションの過程の解明に着目して、観光研究
の発展に寄与することを目指したものである。具体的には、持続可能な観光を目指す小規模島
嶼を対象として、実質的にジオツーリズムが展開されている地域におけるイノベーションと観
光学の果たすべき役割について、実証的に明らかにすることを目的に研究をすすめた。主要な
研究の柱は、次の 3点である。 
(1) 小規模島嶼を対象としたジオパークにおけるジオツーリズムの現状把握 

2015 年 9 月に、日本ジオパーク「三島村・鬼界カルデラジオパーク」に認定され、かつ、
2016 年 4 月に成立・公布の有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係る地域社
会の維持に関する特別措置法（通称：国境離島新法）における対象島嶼から構成される鹿児島
県鹿児島郡三島村を対象として、ジオパークの認定の前と後における、とりわけ島民の持続可
能な観光としてのジオツーリズムに対する意識の変遷を、地域イノベーションの視点から把握
を試みた。 
(2) 小規模島嶼及びその関連地域を含む条件不利地域を対象としたジオツーリズムの動態的展
開過程の把握 
ジオツーリズムは、「Geo as Eco」との表現があるように、エコツーリズムや世界遺産にお
ける観光現象も包含しうる意味合いを有している。そこで、実質的にジオツーリズムが展開さ
れている地域のイノベーションと観光学の果たすべき役割について、2015 年 7 月に世界文化
遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産」を構成する端島（通称：軍艦島、長崎市）や高
島（長崎市）、2018年 6月に世界文化遺産に登録された「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関
連遺産」の構成資産の位置する五島列島やその関連地域（本土側に位置する長崎市外海地区）
を事例として、ジオツーリズムと世界遺産の観光との関わりについて、ポリティクス的視点を
踏まえた地域イノベーションの特徴について検討を加えた。また、同様に、世界自然遺産候補
地の奄美大島と候補地を補完する沖永良部島、我が国における世界自然遺産登録第一号の屋久
島（鹿児島県屋久島町）、桜島・錦江湾ジオパークの核心地域である桜島（鹿児島市）において
もフィールドワークを実施し、世界遺産登録地との比較考察をおこなった。 
また、国境離島新法の対象島嶼から構成される甑島（鹿児島県薩摩川内市）を対象として、
地域資源を活かしたジオツーリズムに対する当事者の意識の把握を試みた。 
(3) 小規模島嶼のうち国境島嶼に関する認識の把握 
 我が国は海洋国、島嶼国であり、小規模島嶼のうち国境島嶼の果たす役割は大きなものがあ
る。その基礎的認識について明らかにするために、韓国と領土問題が生じており、韓国が韓国
ジオパークに認定したと報道されている竹島（韓国名：独島、島根県隠岐の島町）と、尖閣諸
島（沖縄県石垣市）といった小規模島嶼への現状認識を明らかにし、今後、ジオツーリズムの
有人・無人の小規模島嶼への援用を図る際の課題について、周辺諸国との国際関係の視点から
把握を試みた。 
 
３．研究の方法 
 前述の目的を達するために、それぞれの対象地域や関係自治体等において観光客や地域住民、
自治体職員への聞き取り調査、文献収集、各種行事への参与観察などによりデータを取得した。
そのうち、上述の 3つの研究の柱に沿って方法の概要を示す。 
(1) 小規模島嶼を対象としたジオパークにおけるジオツーリズムの現状把握 
三島村・鬼界カルデラジオパークに認定されている三島村役場および村内の薩摩硫黄島、竹



島に暮らす住民に対して、それぞれヒアリング調査、インタビュー調査、ライフヒストリー調
査を実施した。役場からはジオパーク専門職員、住民からは硫黄島出身で退職を契機に Uター
ン移住した 60歳代男性と、竹島在住の Uターン移住者である 30歳代男性が応じた。聞き取り
にあたっては、非統制的な自由な発話の収集に努め、KJ 法による集約・類型化をおこなった。 
(2) 小規模島嶼及びその関連地域を含む条件不利地域を対象としたジオツーリズムの動態的展
開過程の把握 
自治体関係として対象としたのは、世界遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産」、「長
崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」では、構成資産が位置する長崎県庁世界遺産課、長
崎市役所世界遺産推進室、「屋久島」では屋久島町役場環境政策課、世界遺産登録を目指す「奄
美・沖縄」では鹿児島県奄美パーク、日本ジオパークに認定されている「桜島・錦江湾ジオパ
ーク」では鹿児島市役所観光企画課（桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会）、日本ジオパークの
認定を目指している「五島列島ジオパーク構想」では五島市役所政策企画課（五島列島ジオパ
ーク推進協議会）、関係自治体として、ユネスコ世界ジオパークに認定されている「島原半島ジ
オパーク」の島原半島ジオパーク協議会である。各所に、ヒアリング調査、質問紙調査をおこ
なった。また、地域住民や観光客に対しては、参与観察、インタビュー調査、ライフヒストリ
ー調査を用いて自由な発話の収集に努め、KJ法による集約・類型化をおこなった。 
(3) 小規模島嶼のうち国境島嶼に関する認識の把握 
小規模島嶼に関する若年層の現状認識を明らかにするために、長崎大学環境科学部学生を対
象とした質問紙調査を実施した。それらを、測定尺度による回答に関しては量的分析（クロス
集計、χ二乗検定等）、自由記述による回答に関しては KJ法による集約・類型化をおこない、
2016 年に同様の調査をおこなった結果との経年比較をとおして、とくに国境島嶼に関する認識
の特性の把握にあたった。 
 
４．研究成果 
 結果、下記の 3点について、研究者や専門家、国や自治体関係者のみならず、本来、ジオツ
ーリズムが持続可能な観光の一形態として地域イノベーションを創出するためには、観光対象
となる自然や文化といった地域資源を連綿と保全・承継してきた主体である地域住民（コミュ
ニティ）をはじめとする多様なステークホルダーが、観光客の急増やマナーの悪化といった、
いわゆる観光公害（オーバーツーリズム）の発生を抑制することと、そのための政策導入の検
討にあたることの重要性が実証的に明らかになった。それらは大要 4点に整理できる。 
(1)地域資源の保全・承継に加えて、観光という新たな要素が加わる場合、たとえば世界遺産 
では国立公園指定地の拡大や、緩衝地帯の設定がなされるが、ジオパークや類似の制度にお
いても同様の適正利用の個別設定の検討が不可欠である。 
(2)観光客の増加を招くジオパーク認定や世界遺産への登録に対しては、地元における一定のコ
ンセンサスを得るための性急さはむしろ逆効果の結果を招来することである。その一例とし
て、2018 年に沖縄県庁が「奄美・琉球」に含まれる西表島の島民に実施したアンケート調査
によれば、「島民の 41％が登録を望ましいとは考えておらず（肯定的は 28％）」、その理由の
筆頭に来訪者増による自然環境の劣化への懸念が挙げられていたのが象徴的といえる。専門
家や国、自治体行政レベルでの議論の蓄積と、住民への価値共有が浸透していく時期には、
タイムラグが生じてしまう。そのため、保全・承継の主体としての地域住民が、観光現象へ
の理解を深める場（観光教育の機会の創出）を、地道に重ねる必要性が示唆された。 
(3)地域コミュニティ側が、観光現象とは｢恩恵｣や｢損害｣といった正負のインパクトのいずれも、
観光業界内にとどまらない点や、たとえば観光客は「自然を楽しみ」に目的地に足を運んで
も、同時に、文化的景観の審美性や食への満足を求めるという特徴を事前了解しておく必要
がある。すなわち、自然環境と人間環境の相互性は不可欠な視点であり、地域の観光をめぐ
るコンセンサスのプロセスの明確化が、短期的には経済的効果が表れにくくても、中長期的
には社会的効果の浸透がみられることで、観光の持続可能性を高めるという効果につながる
地域イノベーションの創出に結実していくと考えられる。 
(4)本研究をすすめていくことで、小規模島嶼を中心とした条件不利地域におけるジオツーリズ
ムなど持続的な観光と地域イノベーションの関係性は、観光現象の当事者であるホストとゲ
ストの邂逅を基盤とする観光教育や、学校教育における社会科系科目を活用した観光教育の
充実の必要性が強く示唆されたが、本内容に関しては本格的な調査をおこなうまでには至ら
なかった。観光教育の役割は、地域イノベーションを検討するうえで不可欠なものであり、
今後の研究課題として注目していきたい。 
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